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町の 人 口

世帯数 6 ,748 

人 口 20 ， 944

男 1 0 ， 058

女 10 ， 886

5 月 1 日 現在

、

-• 広報
。

よい予どもよくかむよい歯で
歯
み
が
き
講
習
会
を
開
催

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
「
歯

の
衛
生
週
間
」
で
す

。

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
で
は
、

松
山
中
央
保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
の

協
力
を
得
て

「

歯
み
が
き
講
習
会

」

を
開
き
ま
し
た

。

北
吉
井
幼
稚
園
で
は
、
模
型
を
使

っ

て
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
の
講
習

を
受
け
、
み
ん
な
大
き
く
口
を
聞
き

奥
歯
や
歯
の
裏
側

ま

で

一
生
懸
命
み

が
い
て
い
ま
し
た

。

む
し
歯
は
、
ミ
ユ

|
タ

ン
ス
と
い

う
細
菌
の

一
一
穫
が
中
心
と
な
っ
て
起

こ
る
も
の
で
、
口
の
中
に
残

っ

た
食

べ
物
の
糖
分
を
栄
養
に
し
て
繁
殖
し

テ
キ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
糖
を
つ
く
り

ま
す
。

こ
の
糖
が
歯
の
表
面
に
歯
垢

を
付
着
さ
せ
、
歯
垢
の
中
に
で
き
た

般
に
よ

っ

て
歯
が
侵
さ
れ
る
の
で
す

。

特
に
四
、
五
歳
頃
は
、
乳
歯
か
ら
永

久
歯
に
か
わ
る
大

切
な
時
期
で
す

。

家
庭
で
は
、
お
母
さ
ん
が
手
本
を
示

し
、
毎
日
根
気
よ
く
続
け
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う

。
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言
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吏
憲
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一
、
わ
た
く

し
た
ち
は
自
然
を
愛
し
、
花
と

緑
の
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
教
育
に
力
を
そ
そ
ぎ

香
り
官向
い
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
だ
く

し
た
ち
は
働
く
こ
と
に
喜
び
を

も
ち
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
お
互
い
に
た
す
け
合

ぃ
、
あ
た
た
か
い
心
の
か
よ
う
福
祉
の

町
を
つ
く
り
ま
す

。
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第
六
十
七
回
重
信
町
議
会
臨
時
会

い
か
、
五
月
八
日
に
開
催
さ
れ
、
予
算

な
ど
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し

同
日
開
会
し
ま
し
た

。

今
回
議
決
に
な
っ
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す

。

O

平
成
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

林
道
舗
装
工
事
、
牛
湖
上
村
線
改

良
工
事
等
の
事
業
費
補
正
を
行
い
ま

し
た

。

O

工
事
請
負
契
約

上
村
大
橋
の
上
部
工
を
七
業
者
に

よ
り
入
札
を
し
た
結
果
、
二
宮
至
建

設
株
式
会
社
が
一
億
三
千
八
百
二
万

円
で
落
札
し
、
ま
た
、
牛
淵
上
村
線

道
路
改
良
工
事
を
九
業
者
に
よ
り
入

札
し
た
結
果
、
松
田
組
が
四
千
二
百

七
拾
四
万
五
千
円
で
落
札
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
承
認
を

し
ま
し
た
。

O

土
地
等
の
取
得

森
林
利
用
高
度
化
対
策
事
業
に
用

の,-y し幸良広

す
る
上
林
の
森
林
を
、
三
千
万
円
で

購
入
す
る
こ
と
に
承
認
し
ま
し
た

。

O

町
税
条
例
の
一
部
改
正

(
専
決
)

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
基
づ
き

非
課
税
範
囲
の
所
得
金
額
の
引
き
上

げ
等
の
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た

。

宮
内
豊
さ
ん
に
感
謝
状

行
政
相
談
員
の
宮
内
豊
き
ん
(
回

窪
)
が
、
五
月

十
四
日
に

愛
媛
行
政

監
察
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た

。

宮
内
さ
ん
は
、
永
年
行
政
相
談
員

と
し
て
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
相
談

業
務
に
尽
力
し
、
そ
の
業
績
が
特
に

顕
著
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
度
の
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す

。

国

年

金

民

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

手
続
き
は
お
す
み
で
す
か

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
ご
主
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被

保
険
者
と
い
う
形
で
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の

で
、
自
分
で
は
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
る

認
定
を
、
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
年
金
に
よ
る
保
障
を
う

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
た

後
に
、
勤
め
に

出
て

厚
生
年
金
加
入

し
た
り
、
ご
主
人
が
勤
め
を
や
め
た

り
、
勤
め
先
が
変
わ
ら
れ
た
と
き
な

ど
に
も
届
出
が
必
要
で
す

。

詳
し
く
は
、
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
死
t
し
た
と
き

は
速
や
か
に
届
出
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族
の

方
は
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

こ

の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年

金

を
多
く
受
け
す
ぎ
て
後
日
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
は
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
し

た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡

し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
の
年
金

が
残
っ
て
い
る
と
き
は
、
死
亡
当
時

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方

に
、
そ
の
分
の
年
金
を
受
け
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
「
未
支
給
年
金

・

保
険
給
付
請
求
書
」
を
添
え
て
く
だ

叉
」
い
。

未
支
給
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺

族
は
、
死
亡
し
た
方
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
の

方
で
す

。

国
民
年
金
を
受
け
て
い
た
方
は
市

町
村
役
場
、
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

た
方
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
出
て

く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
児
(
者
)

巡
回
療
育
相
談

愛
媛
県
で
は
、
在
宅
の
心
身
障
害

児
(
者
)に
対
し
、
巡
回
等
に
よ
り
各

種
の
相
談
、
家
庭
療
育
に
関
す
る
助

言
指
導
を
行
い
ま
す

。

一
、
実
施
内
容

①
外
来
相
談

生
活
相
談
を
中
心
と
し
た
療
育

円
口
出
火

+
91
p
言
百町

②
巡
回
相
談

心
身
障
害
児
(
者
)
施
設
の
職
員

等
で
編
成
さ
れ
た
相
談

・

指
導

班
に
よ
る
巡
回
療
育
相
談

二
、
申
し
込
み
手
続

所
定
申
込
書
(
役
場
に
も
あ
り
ま

す
)
を
希
望
施
設
へ
提
出
す
る

。

三
、
問
い
合
わ
せ
先

役
場
厚
生
課

宮
六
四
l

二
O
O

一

職
業
準
備
訓
練
生
の

募
集
に
つ
い
て

愛
媛
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は

公
共
職
業
安
定
所
と
協
力
し
て
、
障

害
を
持
つ
方
や
障
害
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
等
に

対
し
て
、
就
職
に
関
す

る
相
談

・

援
助
を
行
う
ほ
か
、
精
神

薄
弱
者
等
を
対
象
と
し
た
「
職
業
訓

練
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

職
業
訓
練
は
、
基
本
的
な
労
働
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

訓
練
終
了
後
の
就
職
と
職
場
へ
の
適

応
を
促
進
す
る
た
め
、
第
二
期
以
降

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
募
集
期
別

・

定
員

第 第 第 第 期1
四
!tJj 期 期 l羽 日 IJ

l 10 7 4 
3 月 1 2 月 9 月 6 月 期
月 14 月 15 月 1 6 月 23
尽日 7 臼 7 日 1 5 日
日(JJ) 日(JJ) 日(JJ) 日(JJ) 問
俳) I (斜 i ヒ拍 1 (斜 i

6 6 6 6 r刃J」iー

人 人 人 人 員

二
、
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

松
山
市
若
草
町
七
番
地
二

宮
二
一
ーl

士
二
三

土
砂
災
害
防
正

天
気
予
報
で
よ

く
「
雨
量
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す

。

測
定
の
仕

方
は
、
地
上
に
置
い
た
直
径
二
十
セ

ン
チ
の

円
筒
の
中
に
た
ま

っ
た
雨
水

の
深
さ
を
、
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
単
位
で

表
わ
し
た
も
の
で
す
。

悶
量
一
ミ
リ
と
い
う
と
少
な
い
と

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
三
十

三
白m

(十
坪
)
の
庭
に
、
一
ミ
リ
の

問
に
相
当
す
る
水
を
ま
く
場
合
、
十

八
4

の
ポ
リ
タ

ン
ク
に
二
本
分
の
水

が
必
要
と
な
り
ま
す

。

一
時
間
に
二
十
ミ
リ
以
上
、
ま
た

降
り
始
め
か
ら
百
ミ
リ
以
上
の
降
雨

量
と
な
っ
た
時
は
、
十
分
に
注
意

し

宇
?
し
ょ
、
っ
。
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平
成
元
年
度

各
種
健
診
の結果

報
告

一
、
胃
が
ん
検
診
・
子
宮
頚
が
ん
検

診
・
乳
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検

診
に
つ
い
て

①
受
診
状
況

E二コ対象者数
亡コ齢者数

人
5010 
人

-
A
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4000人

2000人

②
受
診
率
の
高
か
っ
た
地
区

(3) 

③
受
診
率
の
年
次
変
化

肺がん検E舎
ゐ
-、車
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0

0
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受
診
率

(
%
)

rゴグょこエコニ-s i;::22
10 

※
平
成
元
年
度
か
ら
、
新
た
に
乳

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
し
た

。

胃
が
ん
検
診
、
子
宮
顎
が
ん
検

診
と
も
受
診
率
は
除
々
に
上
が

っ
て
い

ま
す

。
15 

昭
和
六
十
三
年
度
よ
り
、
結
核
検

診
と
同
時
に
肺
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す

。

二
、
結
核
検
診
に
つ
い
て

①
受
診
状
況

人 8000

数

6000 

4801 
人4000 

20日日

②
受
診
率
の
高
か
っ
た
地
区

平成元(年)

③
受
診
率
の
年
次
変
化

63 62 

←一三下六、

61 60 昭和59

0

0

0

 

受
診
率
{
%
)

40 

30 

20 

10 

昭
和
六
十
年
を
ピ

ー
ク
に
受

診
率

は
低
下
し
て
い
ま
す
。

、
健
康
診
査
(
成
人
病
健
診
)
に
つ

い
て

①
受
診
状
況

5718 
人

人
数

6日日日

4000 

2000 

②
受
診
率
の
高
か
っ
た
地
区

③
受
診
率
の
年
次
変
化

平成元

~ー--、

63 

受
診
率
(
%
)
25 

20 

15 

10 

62 61 

健
康
診
査
を
受
け
た
人
の
う
ち

お
よ
そ

6

割
の
人
に
何
ら
か
の
病

気
が
あ
り
ま
し
た

。

多
か
っ
た
病
気
は
以
下
の
通
り
で

す
。

一
位

二
位

三
位

60 昭和田

高
血
圧
症

貧
血
症

骨
運
動
器
疾
患

(※
腰
痛
・
膝
関
節
痛
等

と
い
っ
た
病
気
で
す

。

)

毎
年
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、

「
貧
血
者
教
室
」「
高
血
圧
者
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
「
健
康
ブl
ム
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
健
康
の
大
切
さ
が
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
き

ま
し
た

。

「
健
康
」
と
感
じ
て
い
る
時
か
ら

健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
体
の
変
化

を
知
り
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見

に
務
め
る
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り
の

第
一
歩
で
す

。

平
成
二
年
度
も
各
種
健
診
を
計
画

し
て
い
ま
す

。

す
す
ん
で
受

診
し
て

下
さ
い
。

63 平成元年62 61 昭和59 60 

キャンプ用テント取扱い講習会

7 月 13 日(金) 午後 7 時30分から

重信中学校野球場

( 間天の時は、町民会館 )

重信町教育委員会

o テ ン トの設営方法

0 キャンプフ ァ イヤーの留意点

受講者には、町保有テントの無料貸し出

しを許可します。( 1 人 2 張りまで)

主催

講習内容

時

所

奥

日
場

特

刑務所作業製品展示即売会
「社会を明るくする運動」の一環として、矯正行

政を紹介するとともに、刑務所に収容されている人

たちが、更正のために製作した木工家具、膝製品

紳士靴、みそ、しょうゆなどの展示即売会を開催し
ます。

日時

場所

9:00-14:00 

fi64-3355 

7 月 22 日(日)

松山刑務所

重信町大字見奈良



広 報 しげの ぶ

健康づくり料理講習会
rßl~満を防ぐために」

「肥 ii:l:j を l坊ぐために」というテーマで、実習を中心

とした料思議科会を開催します。

おいしく食べて、上手なカロリー摂取をするため

に、楽しみながら料引をしてみませんか。

多数の方の参}JU をお待ちしています。

日時 7 月 2 日(1])

午前 10時 - 1 2時30分

場所 新村公民館

料金 無料

持参品 位康手帳・エプロン ・ タ ッ パーもあれ

ば{記利です 。

その他 希望者には、血圧測定も行 L 、ます 。

胃かん検診
がんは、 lfl.J切に発見し、早期に治療を行えは、必

ず ;fi るといわれています。 早期lに発見するためには、

何年定則的に検診を'受けることカ、大切です 。

しかし 、 「ノ 、リウムカ、飲みにくし、」、 「仕事が忙し

し、」といった士主由で、 Fj ヵ、ん検診を受けたことがな

い人も少くありません 。

バリウムは改良され飲みやすくなっています。 ま

だ受けたことのない万もぜひ一度ためして下さい。

、 li 成二年J止も下記の通り胃がん検診を実施します。

五千さんおさそいあわせの上、おこし下さい。

対象 40成以上の住民

日時・場所

t易 ji片 臼 f3)_ 受付時間

i 林公民館 日月日目、 9 日 午前7:30-9:30 

町民会館 9 月 6 日 ・ 7 E:l ・ 8 日(モデル)

9 月 12 日 1 3 日 1 4 日 17 日 午前 7 : 30-9:30

18 日 1 9 日 20 日 21 日(単年)

町民会館 11 Fl 9 日・ 17 日 午前8:40- 1 0 : 00 

料金 本人 fHJI 500円

( 町民-1:11. 3 ， 200円 )

受診できない人

①同の病気で'dì羽~ 9.1 の人

②聞の手 ff.j を受けた人

③妊娠中の人

※① ・ ②の人は、かかリつけの病院で定期検診を

'主:けて下さい 。

検診結果

約一ヶ}~後、交珍者全員に通知します。

申し込み方法 各組[ill lむにて申し込んで下さし、 。

なお、車Ilに入っていない人は、地区i針生委員ま

たは、役場仏~j!J: y，rtl まで申しこんで下さい。

※ 申し込み期限 7 )-J 2 1 日

け l し込みをされた }Jには、険診断jに他hH調査票

ミ・トを送付します 。

婦人の疾病予防講座
女性の一生は、小児期 ・ 思春期 ・ 成熟期 ・ 更年期 ・

老年期の 5 つの時期に分けられます。

これらの時期は、ホルモンの変化によって体調が

すぐれなか っ たリ精神的にも不安定な状態におちい
った りと、心身面でいろいろな症状がでてくること
があります。

健やかに一生を過ごすためには、女性の心と体に
ついて正しく知リ、病気の予防に務めることが大切

です。

「婦人の疾病予防講座」 を 4 回コ ースで開催してい
ます。 第 4 回は下記のとおりですので、皆さんおさ
そいあわせの上、おこし下さし、。

第
4 
回

対象 婦人

料金 無料

場 所 町民会館

申し込み方法 7 月 2 日までに厚生課の保健婦

へご連絡下さ L 、 。 宮64-2001

月 日 受付時間 講座 内 i玄・Tτ， 講師

7 月 5 日 13: 30- 14:00-講演「コレス 松山中央
テロールと賓 保健所長

(利 14:00 15:30 血について」 高i僑弘

三才児健診
「三つ子の魂百まで、」のことわざのように、この頃

までにできた性質は成人になってからでも変わらな

いと言われています。

その=歳児の特徴は、「自我が芽生え、第一次の反

抗期が始まる oJ r社会性が芽生え、けんかもするよう

になるり 「身の回リのことが自分で大体できるよう

になる u など、いろいろな面で成長が目覚しくなっ

てきます。

こうした中で、心身の発育 ・ 発達 、 生活習慣の形

成などを総合的にみてみるために、=歳児健診を行

なっています。

対象のお子さんは、ぜひお受けください 。

月 日 平成 2 年 7 月 27 日樹

女す 象 昭和62年 3 月 1 日生まれー

昭和62年 5 月 3 1 日生まれ

時 間 13 : 30-14 : 30 

士会 戸斤 重信町民会館 1 F 和室 ・ 診察室

持参品 母子手帳

内 ，壬ヂヨt ①アンケー卜用紙記入

②身体計iHIJ (体重 ・ 身長)

①、②はお母さん自身が行なって下さい 。

③問診 ・ 発達テスト

④内科診察 ・ 歯科診察

⑤母子手帳記入

⑤保健 ・ 栄養 ・ 歯科相談

(4) 



中
耳
腔
の
貯
留
液
を
直
接
吸
引
除
去

す
る
の
で
す

。

鼓
膜
麻
酔
法
の
進
歩

し
た
今
日
で
は
痛
み
は
少
な
く
、
外

来
で
手
術
が
で
き
ま
す
。
繰
り
返
え

し
中
耳
炎
を
お
、
」
す
場
合
に
は
何
度

も
切
開
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
鼓
室
内
チ
ュ

ー
ブ
留
置
術
が
行
わ
れ
ま
す

。

こ
れ

は
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
鼓
膜
切
開
孔
か

ら
押
入
す
る
こ
と
で
耳
管
の
代
り
に

中
耳

室
に
空
気
を
入
れ
、
継
続
的
に

中
耳
炎
を
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
も
外
来
で
で
き
る
手
術

で
す
。
切
開
、
チ
ュ
ー

ブ
留
置
と
も

直
後
よ
り
聴
力
が
改
善
し
ま
す
。

治
療
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の
中
耳
炎

を
お
こ
し
に
く
く
な
る
年
齢
に
聴
力

の
障
害
を
残
す
苧
」
と
な
く
治
癒
き
せ

る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は
早
期
の

発
見
と
、
積
極
的
な
治
療
が
必
要
で

す
。

耳
炎
の
病
態
で
す

。

こ
の

液
が
長
い

間
貯
留
し
ま
す
と
、
鼓
膜
や

中
耳

・

内
耳
に
も
不
可
逆
的
な
障
害
が
お
、
」

り
、
難
聴
か
進
ん
だ
り
後
遺
症
を
残

こ
す
原
因
と
な
り
ま
す

。

こ
の
中
耳

炎
は
言
語
を
習
得
し
た
り
、
性
格
の

形
成
が
さ
れ
る
大
切
な
年
齢
に
一
致

し
て
発
症
し
ま
す
か
ら
、
早
く
難
聴

を
改
善
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

府
桝
時
目

白
一
宗
大
混

j

J

 

γ
t
t
A
一

-
Aソ
勺

1
1
1

憧
ま

淑
蜘
日

E
E

中

道

l
i

耳v升

健
診
内
容

〈
全
員
〉

問
診
、
身
体
計
測
、
尿
検
査

血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
、
肝
機

能
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検

査
、

診
察
、
栄
養
指
導
、
生
活

指
導〈

必
要
の
あ
る
人
の
み
〉

眼
底
検
査
、
心
電
図
、
血
糖
検

査
担
当
医
愛
大
医
学
部
医
師

持
参
品
健
康
手
帳

結
果
各
地
区
で
行
う
、
健

康
診
査
結
果
報
告
会
に
て
、

結
果
を
渡
し
ま
す

。

詳
し
く
は
八
月
号
に
掲
載
し

ま
す

。

渉
出
性
中
耳
炎

住
民
健
康
診
査

拓

八木耳鼻咽喉科

・皮 j宵科医院

(
成
人
病
健
康
診
査
)

木

健
康
診
断
は
、
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ

ン
で
す

。

健
康
と
感
じ
て
い
る
と
き
か
ら
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の

体
の
変
化
を
知
リ
、
病
気
の
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、
自
分

の
食
生
活

・

日
常
生
活
を
見
直
す
機

会
に
し
て
下
さ
い

。

i¥ 

1
1・
川
、

~
"
』
い

最
近
、
渉
出
性
中
耳
炎
と
い
う
病

名
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す

。

こ
の
中
耳
炎
は
幼
・
小
児
に

多
く
、
急
性
中
耳
炎
の
よ
う
に
耳
痛

や
発
熱
が
な
く
、
比
較
的
軽
度
の
難

聴
が
続
く
の
が
唯
一
の
症
状
で
す

。

こ
の
た
め
検
診
で
見
つ
か

っ
た
り

家
族
の
方
が
難
聴
を
疑
っ
て
受
診
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す

。

四
・

五

歳
ま
で
の
幼
児
期
に
発
病
す
る
こ
と

が
多
く
、
七

・

八
歳
で
急
に
お
こ
さ

な
く
な
り
ま
す

。

ま
た
繰
り
返
、
え
す

こ
と
が
特
徴
で
す

。

明
ら
か
な
原
因

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
耳
管
の

機
能
不
全
と
中
耳
腔
の
感
染
が
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す

。

耳
管
は
中
耳
腔

と
鼻
の
奥
を
交
通
す
る
菅
で
、
小
児

で
は
太
く
短
く
、
そ
の
機
能
も
未
発

達
で
鼻
や
咽
の
感
染
が
中
耳
腔
に
波

及
し
や
す
い
の
で
す

。

上
気
道
炎
や

鼻
炎
に
急
性
中
耳
炎
や
渉
出
性
中
耳

炎
が
合
併
し
や
す
い
の
は
こ
の
た
め

で
す
。

中
耳
の
感
染
は
抗
生
物
質
の

使
用
や
抵
抗
力
で
鎮
静
化
さ
れ
ま
す

が
、
耳
管
の
機
能
が
障
害
さ
れ
て
い

ま
す
と
炎
症
に
よ
っ
て
生
じ
た
分
泌

物
や
浸
出
液
は
排
出
さ
れ
ず
中
耳
腔

に
貯
留
し
ま
す

。

こ
れ
が
渉
出
性
中

海出性中耳炎てe液体が
中耳にたまった状態

ぶの

対
象
者

料
金

四
十
歳
以
上
の
住
民

無
料

'1' 

治
療
に
は
ま
ず
こ
の
貯
留
液
を
除

去
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
鼓
膜
切
聞

が
行
わ
れ
ま
す

。

鼓
膜
を
切
開
し
て

※盤底!の者ß合て寸也区割l をしておりますが、当日都合の惑い方は、上記
の希望される場所で受診して下さし、。

※ 8 月 l 日は 、午洲団J也、矯磨台団I也、回w柳屋・森川商店より西の地区
9 月 4 日は、午前回窪柳屋 ・森川商店よリ束の地区一県道よリ北

午後四窪柳屋・8、川商店より東のI也区一県道よ り南

H 1:1 '交付11寺}尚 J4; }リト Wi J7 

9:00-11 :30 
午前牛 iïlJ

nJ318 
13:00-15:00 

南古書1:小体育館 午後 JM， 池，上樋団地

北里h"ì ß:J j也

8H 1 日 9:00-11:30 11 日 fJUま下 記のとおり

8月 28
9:00-11:30 

南 t!' 旧公民館
午前南針回. $Iî村

13:00-15: 00 午後北聖j'出

8i-J 8 日 9:00-11: 30 
上林公民館 J二林

8月 9 日 13: 00-15:00 

8月 21 日
9:00-11 :30 

北古 井小体育館
午前償河原

13:00-15:00 午後志津川

8月 22 日
9:00-11:30 午前樋口

11 

13: 00-15: 00 午後西岡

8月 28 日
9: 00-11: 30 

拝志小体予言館
午前下林

13:00-15:00 午後上村

9月 3 日
9:00-11: 30 

町民会館
午前見奈良

13:00-15:00 午後八反j也.閏窪団地

9 月 4 日
9:00-11: 30 

日程は下記のとおり11 

13:00-15:00 

9 月 13 日 10:00-11:00 山之内井口公民館 山之内

し幸良

農作物への被害防止及び良好な生活環

境の保全を図るため、宅地化さ tL t-=状態
にある土地、米利用の雑種地、耕作され
てない農地などに雑草等が繁茂しないよ
うに所有者、管理者等は常に適正に管理
しなければなりません 。
あなたの所有地には雑草はありません

か。 雑草等が繁茂しておりましたら速や
かに除去して下さい。

所有者等が不明の場合は厚生課まで連

絡して下さい。
草刈 リ承 ります (6 月 ~10月)
重信町森林組合では、未利用地等の雑

草刈リを代っていたします。
日程及び料金については電話にて相談

させていただきます。
人夫ご‘希望の方は重信町森林組合

宮64-2115 まで

未利用地の管理はできていますか ?

広

日程表

(5) 



(6) j~' 

平
成
元
年
重
信
町
に
お
け
る

生
涯
学
習
意
識
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
私
た
ち

町
民
が
、
生
活
で
最
も
満
足
し
た
こ

と
は
、
『
家
族
と
団
ら
ん

』
し
て
い
る

と
き

。

(
三
七
・

O
%

)

最
も
不
満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、

『
地
域
の
中
で
の
つ
き
あ
い
』
(
二
一
・

凶
%
)

ま
た
、
最
も
関
心
が
あ
る
こ
と
は

『
健
康

・

体
力
づ
く
り
』
(三
五

・

三

%
)
で
し
た

。

'1' し報広

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
科
の
今
後
の
展
開
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か

。

そ
れ
に
は
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
し

っ

か
り
把
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
今
回
は
じ

め
て

「

生
出
学
押
立
訓
調
作
」

を
実

施
し
ま
し
た

。

生
世
学
判
っ

て
?
、
h
u与
に
参
加

し
て
い
ま
す
か

7

、
ゆ
ゥ
た
リ
し
た

時
間
が
あ
り
ま
す
か
?
、
な
ど
の
質

問
事
項
を
設
定
し
、
そ
れ
に
答
え
て

も
ら
う
ア
ン
ケ
ー
ト
わ
式
と
し
、
郎

送
に
よ
っ
て
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

合
わ
せ
て
、
生
涯
学
習
関
連
施

設
と
し
て
、
現
在
の
公
民
館

・

図
書

館
・

体
育
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
設

備
面
、
運
営
面
で
の
希
望
や
意
見
を
、

ま
た
、
重
信
町
が
ど
の
よ
う
な
町
に

な
っ
た
ら
い
い
か
、
あ
る
べ
き
将
来

像
に
つ
い
て
自
由
な
意
見
を
寄
せ
て

も
ら
い
ま
し
た

。

対
象
者
は
、
昭
和
臼
年

9

月

1

日

現
在
の
重
信
町
選
挙
人
名
簿
登
載
者

一
四
、
六
六
七
人
(
男
六
、
八
O
九
人
、

女
七
、
八
五
八
人
)
の
中
か
ら
一
、
0

0
0
人
を
、
各
投
票
区
ご
と
の
登
載

者
数
に
比
例
し
て
無
作
為
抽
出
し
ま

し
た

。

有
効
回
答
率
は
四
七
六
人
(
四

七
・
六
%
)
、
す
な
わ
ち
約
半
数
の
方

の
方
か
ら
回
答
が
あ
リ
ま
し
た

。

集
計
結
果
を
み
て
み
ま
す
と
、
生

誕
学
習
に
つ
い
て

町

民
の
多
く
が
明

確
に
意
識
し
、
そ
の
広
が
り
を
望
ん

で
い
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
ま
す

。

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
竿
習
の
機

会
が
用
意
さ
れ
な
い
か
ら
全
く
参
加
し

て
い
な
い
人
が
五
一

・

七
%
に
及
ん

で
い
ま
す
。

時
間
の
や
り
く
り
が
つ

か
ず
参
加
で
き
な
い
人
が
随
分
と
た

く
さ
ん
肘
ら
れ
る
こ
と
で
す

ω

多
忙

か
ら
解
放
さ
れ
な
い
方
々
に
は
と

の
よ
う
な
対
応
が
あ
る
だ
ろ
う
か

。

大
き
な
課
題
だ
と
受
け
と
め
て
い
ま

す
Uも

う

一
つ
は
、
「
'
れ
や
や
ハ
イ
計
会
が

あ
る
の
を
知
ら
な
か
ゥ
た

」
(
一九
・

八
%
)
と
い
う
人
々
が
少
な
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
す

ω

こ
れ
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
手
だ
て
を

講
じ
る
べ
き
か

。

早
速
に
も
取
り
か

か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

。

「
重
信
町
の
将
来
像
」
で
は
、
町

民
各
自
が
ど
の
よ
う
な
点
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
か
を
う
か
が
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た

。

O

安
ら
ぎ
、
快
適
な
ど
住
環
境
に
関

す
る
も
の

:
:
-
j
i
-
-
:

:

M
件

O

教
育
、
文
化
、
福
祉
に
関
す
る
も

っ
・
・
・
川
叫
仲
寸

5

E

{

 

0
自
然
環
境
の
保
持
、
調
和
を
願
う

も
の
:
:
・
:
:
・
:
:
:
:

:

印
件

O

経
済
発
展
、
開
発
を
重
視
す
る
も

の

・

:
-
m
w
件

O

老
人
福
祉
に
関
す
る
も
の
・
... 

・
・
・
日
件

O

古
い
因
習
や
差
別
か
ら
の
開
放
に

関
す
る
も
の
・....•..... 

・
・・
・
口
件

。

そ
の
他
:
:
・
:
:
:
:
:
:

:

出
件

(
こ
れ
に
回
答
さ
れ
た
記
述
の
一

部
は
、
調
査
書
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た

。

)

初
め
て
の
調
査
で
不
備
な
点
も
多

々
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

回
答
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に

心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す

。

ご
希
望
の
方
に
は
、
調
査
書
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
出
く

だ
さ
い

。

重
信
町
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課

包
六
四
|
一
五
0
0

粗大ごみ回収(6 月 28日)のお知らせ
6 月 28 日(本)は相 | 大こみ回収日です。

下記のことに留芯:し指定場所へ出して下さい。

回収時間

回収自の午前 10時まで

(回収日以外の臼には出さないで下さい。)

回収する粗大ごみ

テレビ、 ifT政伸、洗たく機、自転卓、ミシン、
ベヴド、十jしイス、家具等。 (その他のものについて

は事一前に厚生課へお問 L 、合わせ下さい。)

注意事項
一般ごみ、不燃物 (f; ン ・ ビン傾)は従来通りの
日れで回収しますので、キIL大工みの回収には出さな
いで下さ L 、 。

ゴム製 lfJ1 ・ ビニール等(うすいアゼシート ・ ハウ
ス用ビ ニールシート ) などの産業廃棄物及び事業所
からの排出はお断りします 。
相|大ごみの中に はまだまだ利用で きると思われる
ものがたくさんあリます。 出す前にもう一度利用で
きなし、か品在認しましょっ 。

次の回収日は 9 月 28 日 (金)です。

料交通事故相談
専門の相談員が親身にな っ て相談に応じています。
また、毎週木曜日午後l時から 411寺までは弁護士相

談日になっています。電話での相談も受けています。

相談日 月眼目~金雌日
午前 9 時30分一午後 4 時40分

社団法人 松山自動車保険請求センター
松山市花園町1-3 日本生命松山駅前ビル 6 階

公45-2335

無
償樋山 t世 粗

_., I 1 大引|
ι 」 ゴ

原口内町
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収
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よ
も
や
ま
話

天
然
記
念
物
に

指
定
し
て
お
き
た
い

重
信
の
植
物

シ
ラ
カ
シ
と
龍
神
社
の
社
叢

ぷ、

O

所
在
地

山

之
内
上
黒
瀧

山

之
内
の
神
子
野
に
あ
る
黒
瀧
儲

か
ら
四

J

程
谷
川

沿
い
に
へ
ア
ピ
ン

カ
|
フ
の
多
い

山

道
を
登
る
と
、
急

に
山

道
が
開
け
、
目
の
前
に
シ
ラ
カ

シ
の
大
木
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
す

。

山
道
の
左
側
に
は
、
茅
葺
寄
棟
造
の

神
門
(
八
脚
門
)
や
社
殿
が
静
か
な

林
に
固
ま
れ
て
い
ま
す

。

こ
れ
が
上

黒
瀧
(
通
称
l

奥
田
照
瀧
)
の
龍
神
社

で
、
本
殿
と
拝
殿
は
千
六
百
年
代
、

神
門
は
千
四
百
年
代
に
建
て
ら
れ
た

叫
吋
n
'

のlずし幸良広(7) 

も
の
で
す

。

シ
ラ
カ
シ
は
、
社
殿
の
林
道
を
隔

て
た
南
側
の
植
林
の
端
に
生
育
し
、

目
通
り
周
囲
三
百
十
三

円

、
樹
高
二

十
三
口

で
す

。

幹
は
直
立
し
、
枝
は

上
部
で
大
き
く
広
が
り
、
み
ご
と
な

姿
で
樹
勢
も
旺
盛
で
、
根
元
の
周
囲

に
は
幼
樹
が
多
数
生
育
し
て
い
ま
す

。

昭
和
十
三
年
編
纂
の
「
温
泉
郡

北

吉
井
村
誌
」
に
よ
る
と
、
龍
神
社
境

内
に
樹
齢
二
百
年
以
上
の
樹
木
で
、

杉
四
本

・

桧
三
本

・

樫
一
本

・

七
色

ノ
木
(
根
元
部
ご
本
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
存
の
シ
ラ
カ
シ
が
そ

れ
で
、
樹
齢
は
三
百
年
を
過
ぎ
て
い

ま
す
。

シ
ラ
カ
シ
は
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
と

と
も
に
カ
シ
帯
の
原
生
林
を
構
成
す

る
代
表
的
な
樹
木
で
す

。

個
体
と
し

て
は
各
地
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、

目
通
り
周
囲
三
百

円

を
超
え
る
大
木

は
稀
で
、
県
内
で
は

川

辺
村
三
島
神

社
や
久
万

町
露
峰
の
も
の
が
知
ら
れ

て
い
ま
す

。

龍
神
社
の
社
叢
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ

シ
の
大
木
が
優
占
す
る
林
で
、
暖
温

帯
上
部
(
海
抜
約
五
百

日
1

八
百
日

)

の
原
生
林
の
名
残
り
を
良
く
と
ど
め

て
お
り
貫
重
な
植
生
で
す

。

林
内
部

に
は
、
ア
カ
シ
テ
、
コ
シ
ア
フ
ラ

ウ
ラ
ジ

ロ

ノ
キ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
な
ど

の
カ
シ
林
城
を
特
徴
‘
つ
け
る
組
物
が

出
現
し
て
お
リ
、
高
木

・

雌
高
木
・

低
水

・

革
本
層
の
も
の
を
合
わ
せ
る

と
凹
十
倍
知
ほ
ど
の
も
の
が
生
育
し

て
い
て
学
術
上
ま
こ
と
に
貴
重
な
社

叢
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す

。

稲
荷
五
社
神
社
の
社
叢

O

所
在
地

山

之
内
柚
ノ
木

山

之
内
の
藤
ノ
内
に
あ
る
鳥
ヶ
嵐

城
跡
下
の
大
野
谷
崎
か
ら
大
野
谷
沿

い
に
二
百
日

程
い
く
と
、
山

道
傍
に

島
居
が
あ
り
ま
す

。

島
居
を
く
ぐ
り
、

石
段
を
登
る
と
す
ぐ

山
道
と
な
り

二
百
じ

程
で
ま
た
石
段
と
な
り
ま
す

。

こ
の
あ
た
り
か
ら
両
側
は
、
シ
イ
の

木
の
大
木
が
密
生
し
、
秋
に
は
足
の

踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
石
段
に
実
が
こ

ろ
が
り
落
ち
て
い
ま
す

。

.. 
ER長ミーョ
じiL21町役ア.ソー.掴.

地圃・・・・・・

圃極極通
歯.

A 

瞬h

稲
荷
五
社
神
社
の
杜
叢
は
、
約
一

万

二
千
三
百
平
方
行
も
あ
り
、
ス
タ

ジ
イ
が
優
占
し
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
が

川
出
生
す
る
林
で
す。

モ
チ
ノ
キ
、
モ

y

コ
ク
、
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
、
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
な
ど
も
あ
り
、
岐
温
情
下
部
(
海

抜
約
五
百

訂
以
下
の
丘
陵
地
)
の
原

生
林
で
あ
る
シ
イ
林
の
代
表
的
な
残

ーーーー伊・・咽司
i圃..  ・d冒冊守町 四

存
林
と
し
て
貴
重
な
群
落
で
す

。

し

か
も

、

中
子
で
は
シ
イ
林
は
コ
ジ
イ

(
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
)
の
林
が
大
部
分
で
、

ス
ダ
ジ
イ
は
極
く
わ
ず
か
で
す

。

境

内
の
ア
カ
ガ
シ
は
、
目
通
り
周
囲
四

百
五
十
今
、
樹
高
十
七
心

の
巨
木
で

す
。

県
内
の
ア
カ
ガ
シ
の
大
木
と
し

て
は
、
高
縄
山
の
寺
の
裏
、
松

山
市

湯
山
川
の
郷
今
治
谷
、
南
宇
和
郡
篠

山
の
も
の
が
知
ら
れ
て
お
り

、

稲
荷

五
社
神
社
の
も
の
は
こ
れ
に
次
ぐ
も

の
で
す

。

こ
の
他
に
、
一
抱
え
も
あ

る

コ

シ
ア
ブ
ラ
の
大
本
、
同
じ
ス
ギ

科
の
ス
ギ
と
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
が
根
元

を
接
し
て
並
ん
で
い
る
の
も
珍
し
い

。

高
木

・

亜
高
木

・

低
木

・

革
本
層

を
合
わ
せ
る
と
、
お
よ
そ
五
十
種
矧

の
も
の
が
生
育
し
て
お
り
、
学
術
上

極
め
て
賞
重
な
林
で
す

。

加
え
て
、

大
針
谷
を
隔
て
た
鳥
ヶ
獄
城
跡
の
林

も
、
同
様
ス
タ
ジ
イ
優
占
の
林
で
見

眺
す
、
}
と
の
で
き
な
い
所
で
す

。

稲
荷
五
社
神
社
の
杜
叢
は
、
ほ
と

ん
ど
人
工
の
手
が
加
え
ら
れ
ず
、
見

事
な
自
然
林
と
し
て
中
予
を
代
表
す

る
自
然
林
で
す
。

是
非
と
も
天
然
記

念
物
と
し
て
指
定
し
、
保
存
し
た
い

も
の
で
す

c

/1. 

ー

お
わ
り
に

1

三
月
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て

、

町

内
の
名
木

・

奇
樹
、
大
木
そ
し
て
社

叢
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
、
開
発
の
著
し
い
重
信
町
は
、

特
に
、
忠
ま
れ
た
自
然
環
境
を
町
民

の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
保
護
育
成

し
、
刷
物
と
動
物
そ
し
て
人
間
の
関

係
が
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
積
極
的
な

町
造
り
を
創
造
す
べ
き
時
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す

。

町
民
プ
ー
ル
の

一
般
開
放
に
つ
い
て

昨
年
ま
で
は
週
三
回
の
開
放
で
し

た
が

、

今
年
か
ら
は
期
間
中
、
毎
日

一
般
開
放
を
行
い
ま
す

。

ま
た

、

昨
年
ま
で
は
子
供
達
の
利

用
が
多
く
、
大
人
の

利
用
で
き
る
機

会
が
あ
リ
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
こ
で

日
曜
日
を
、
十
八
オ
以
上
の
方
だ
け

が
利
用
で
き
る

「
大
人
の
利
用
日

」

〉
」
l
レ
宇
品1
レ
h
~。

開
放
期
間
七
月
二
十
二
日
川
か
ら

八
月
三
十
一
日
制
ま
で

(期
間
中
毎
日
開
政

)

※
た
だ
し
、
日
曜
日
は
十
八
オ
以

上
の
方
の
み

。

利
用
時
間
十
三
時
か
ら
十
六
時

使
用
料
無
料

利
用
対
象
者

小
学
校
五
年
生
以
上
の

町
内
居
住
者
で
、
査
録

を
し
た
方

。

登
録
方
法
町
民
会
館
備
え
付
け
の

申
込
書
に
写
真
一
枚
を

添
え
、
教
育
委
員
会
へ

提
出
し
て
下
さ
い

。

な
お
、
昨
年
ま
で
の
登

録
者
の
方
は
、
登
録
証

を
提
出
し
更
新
し
て
下

昔
、
ぃ。

問
い
合
せ
は
、
社
会
教
育
課

宮
六
四
|
一
五

0
0



(8) 

新
し
い
美
の
発
見
・

創
造
と
参
加

ー

第
五
回
国
民
文
化
祭
・

愛
媛
ω
美
術
展
|

日
本
画
・
洋
画
・
版
画
部
門

ぷ、

応
募
者
の
資
格

職
業
画
家
で
な
い
人

作
品
別

。

日
本
画

。
洋
画
(
油
彩
画
・
水
彩

画
)
。
版
画

応
募
点
数

。

日
本
画

。
洋
画

。
版
画

の~-y 

一
人
1
点
に
限
る

一
人
l

点
に
限
る

一
人
2

点
ま
で
と
す

マ
令。

し幸良

書
道
部
門

広

応
募
者
の
資
格

職
業
書
道
家
で
な
い
人

作
品
別

。
漢
字
。
か
な
o

少
字
数
。
築
刻

。

刻
家
。
調
和
体
。

前
衛

応
募
点
数

一
人
1

点
に
限
る
。

写
真
部
門

応
募
者
の
資
格

職
業
写
真
家
で
な
い
人

作
品
の
規
格

四
ッ

切
り
の
モ
ノ
ク
ロ
ま
た
は
カ

一
フ
ー
プ
リ
ン
ト
で
、
単
写
真
に
限

ヲ
匂。

応
募
点
数

一
人
5
点
ま
で
と
す
る
。

応
募
・
搬
入
期
間

い
ず
れ
の
部
門
と
も
、
平
成

2

年

9
月

1

日
1
9
月
刊
日
(
必
着
)

応
募
・
搬
入
先

一T
7
9
0

愛
媛
県
松
山
市
富
田
町
5

l

u

日
本
通
運
附
富
田
倉
庫
気
付

「
第
5
回
国
民
文
化
祭

・

愛
媛
叩

美
術
展
」
各
部
門
係

問
___ T 愛松委第い
内 E 媛山員 5 合
線 L 県市会回 わ
2 4 庁一事国 せ
1 1 内番務民先
7 I 町局文
424 各化

l 丁部祭
2 1 目門愛
1 1 4 係媛
7 I 県
8 2 実
)行

図
書
館
、
だ
よ
り

図
書
館
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
の

お
し
ら
せ
。

7

月
1

日
か
ら
9

月
初
日
ま
で
の

3

ヵ
月
間
、
開
館
時
間
を
午
後
7

時

却
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

。

新
刊
案
内

O
ネ

コ
パ
パ
の
い
る
町
で
(
滝
沢
恵

美
子
)

O

小
伝
抄
(
星
川
清
司
)

O

花
終
る
閤
(
開
高
健
)

他
、
歴
史
・
経
済
、
芸
術
書
等
多

数
購
入
し
て
い
ま
す

。

人権講座ご案内
Oみんなで気がるに学習してみませんか
二んな講座にしてみませんか

人が人を差別する行為がどういうことなのかを明ら

かにし、差別に対する償りを感じ、いかにして自分の

問題としてとらえていくかを共に集い語る場に。そし

て、一人一人の心 ・ 人と人との関係の快適さを求めて

いく中て\自分の人生を豊かにし、明るく住みよい平

等な社会づくりをめざす講座に

主催 重信町教育委員会重信町同和教育協議会

参加は誰でも自主的に

自分から、参加してみようと思 う人が年開通しての

学習者となる 。

会場 重信町民会館
内 容 ( 日時 ... ...そ の都度別途案内します )

月日 学習 内容 講 自市

7/11 
豊かで楽しい 県生涯学習推進講師

人生をすごすために 三国t 功材

8/ 
人権確立に向けての、 全同教委員長

日本社会や世界の流れ 寺沢亮一

9/ 
「 またか」といわれる 県生涯学習推進講師

同和教育からの脱皮を 高橋謙一

10/ 
わたしの体験から…- 広見町同教推進員

…差別を考える・・・-- 坂本市郎

11/ 差別の歴史に学ぶ
県教委指導第一係長

米田 孝弘

12/ わたしの人権を考える 未 { 克三

クロッケ一大会の開催について

8 -12 月以外は

申し込みはままで結構です 。

重信町教育委員会 社会教育謀 (64 - 1500 )へ
申し込んで下さし、 。

・ ・ (住所 ・氏名・自宅電話番号で)

※仲間を誘いあって、たくさんのご参加をお待ちして

います。

夜間開講

県民体育祭の町予選を次のとおり開催します。

日時 7 月 l 日(日)午前 9 時から

場所重信中学校運動場

主催重信町体育協会

後撮 重信町教育委員会

参加資格

(1) 重信町に在住している者で町予選で勝き残っ

た際、郡予選( 8 月 12 日) ・ 県民体育祭 (10 月 14

日)に参加できる者。

一般の部……年齢、性別制限なし。

老年一部・… --60オ以上70オ未満、性別不問。

老年二部……70オ以上、性別不問。

(年齢は平成 3 年 4 月 l 日現在 )

競技方法

(1) 競技はトーナメント法による。但し、参加チ

ーム数によっては、予選リーグ、決勝トーナメ

ント法によることもある。

(2) チームは、選手 3 名で編成する 。

(3) 規則は愛媛県クロ ッ ケー競技規則に準ずる。

(4) 競技時聞は 15分とし 、得点制で行う。

申込期限 6 月 26 日(刈

申込方法

町民会館に備え付けの申込用紙に必要事項を記

入のうえ、 社会教育課へお申し込みください。

(2) 



(9) 広報しげのぶ

町民大学

講師 尾車 浩一(尾車部屋親方 ・ 元大関琴風)

演題七転八起の私の相撲人生

「志を忘れず努力すれば必ず報われる」
日時 8 月 11 日仕)

午後 7 時30分間場

午後 8 時間講

場所 重信町民会館

聴講料 当日 400円

前売り 350円

(前売り券は、

町民会館で発売。 fi64-1500 )

主催 重信町 ・ 重信町教育委員会 ・

重信町文化協会

講師プロフィール
昭和32年 4 月初日三重県津市生まれ。 本名 ・ 中山浩一。
昭和46年名古屋場所にて「中学生力士」として初土俵を
ふみ、世間の注目を浴びる 。 中学生時代 Ij:秀才で、 日員の
良さは相撲ぶりにも発揮。 心 ・ 技 . 1:本を僅めた力士とし
て角界の範とされる 。 史上 4 番目の若さで西関脇になり
ながら、けがで幕下30枚目まで陥落、「番付は落ちても相
撲は幕下まで1ô-としていなし 、」の名セリフを筏し、 話題
をさらう 。 付き人がなくなり、給料もカ ッ トで無給の辛
酸をしたたかに味わいながらも不屈の精神で関脇へ返り
咲く 。 "地獄の体験者が復活してくると強し、"の格言通り、

その後の活躍には目を見張らせるものがあり、昭和56年
大関へ昇進。 鋭い出足とがぶリ寄りを得意 とし、優勝 2
回を達成。 関取歌手としても名を銭し数多くのヒ ッ ト曲
をi!!:に放つ 。 現在尾車部屋の親方として「努力すれば必
ず報われる 」 の附匠・佐渡ヶ獄親方の教えをひたす ら守
リ、後進の指導・育成に当る 。 からだの不調で、力士生
命を危ぶむ声まで出ながら不死鳥の如くよみがえ ってき
た波乱の相撲人生から汲みと っ てきた数々のエピソー ド
には人をうならせるものがあリ、生きる 勇気を官い立せ
ずにはおかない 。

町民プール監視員募集

町民プール監視員を次のとおり募集します。

募集人員 8 名

応募資格

町内に居住する大学生で、次の条件に沿うこと 。

①身長 160cm以上て\一応の水泳(平泳ぎ・ク

ロール・背泳ぎ)ができること 。

②期間中休まずに勤務できること 。

③健康で責任感のある男子

期間

7 月 22 日から 8 月 31 日までの毎日

1 2時から 17時まで

日当

4 ， 400円

応募手続

7 月 10 日までに、履歴書を社会教育課まで提出。

定員になりしだい締め切る 。 ( fi64- 1 500 )

農業委員選挙について
平成 2 年 7 月 19 日任期満了による重信町農

業委員会委員の選挙が次のとおり執行きれま

す。

告示の日 7 月 10 日(火)

投票日 7 月 15 日(日)

選挙権及び被選挙権

重信町に住所を有する満20歳以上の者で次

の(1)-(3)のいずれかに該当する者。

(1) 10アール以上の農地につき耕作の業務

を営む者。

(2) (1)に該当する者の同居の親族又はその

配偶者。(その耕作に従事する日数が年間

おおむね60 日に達しないと農業委員会が

認めた者を除<J 
(3) 10アール以上の農地につき耕作の業務

を営む農業生産法人の組合員又は社員 。

(その耕作に従事する日数が年間おおむ

ね60 日に達しないと農業委員会が認めた

者を除<0)

立候補の届出

7 月 10 日(火)

午前 8 時30分~午後 5 時

重信町役場大会議室

有権者数 男 2 ， 024人

女 2 ， 1 82 人

計 4 ， 206人

詳しいことは選挙管理委員会までお問い合

わせ下さい。

かんがい期における

農業用水路等での

事故防止について

かんがい期になると農業用水路は水量が増し流

れも速くなる為危険です。 農業用水路での事故を

未然に防止するため、次のことに注意して下さい。

l 児童等は農業用水路内で遊んだり i永がないよ

うにしましょう 。 農業用水路は暗渠「トンネ

ル」箇所数も多く非常に危険です。

2. 農業用水路内に木片、廃棄物等を投げ込まな

いで下さし、 。 水路に物を投げ込んだ場合、計

画配水に支障をおこすことはもちろん、水路

をせきとめ溢水させ、回畑等を流失させたり

することになります。



(10) 

重信町教育相談室

ぷ、(J) げし報広

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

fﾎ[r 場間H寺1', 事行日月

上林公民館

国j 民 会

13: 00-14 :00 

受付 1 3: 30- 14 ・ω

学級14:00-15:30

20(木)

月 日 相談員

13 大森 敬子

6 20 近藤栄宏

27 高僑謙一

4 近藤 良(吾

11 稲荷善一
7 

18 武智 道子

25 中本 トシ子

毎週水曜日

13:00-17:00 

電話でもよいし 、

直接来られでも

かまいません。

子供か らの電話

も 受付けていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日時

場所

電話

方法

乳児 1往診
21附 |

H 元年8月 、 H2年2月生

人権相談 い0:00-15:00 1 役場会議 室
22闘|…一一一 一 ... . . . ー 一 | ー|

子宮顎がん・乳がん検診 11 3 : 00-14 : 00 1 町 民 会 館

24(H) 1 当番医 国立療養所愛媛病院績河原 合64-24日

| 映写技術講習会 1 1 9:30-21:30 1 町民会館
25()J) 1 一一一ー一一一一一一l ・ | 
』健康相談 27 日制まで |各 地 区

{、民三C ;fl~ ~孝 一ー 一一| 一 1 3， : O，~，~ :,5 ,: ,00, _I_ ，fll:. 場会議害
粗大ブミ回収[:j (指定場所へ 1 0時までに出し て下さい。)

28附 |… ー一一ー ー 1"';'::::'_':':''::"1 
離乳食学級 | 受付1 3 ・ 30-14:∞ l

1 :，~:~ : : :_ : _ :: 1 町民会館
H Jじ年 10 月、 ll Ji 生|学級14 : 00-15:301

l'受付1 3:30- 1 4:00
29(翁 | 母親学級②|

B 学級14:00-15:30

11 13: 30-14: 30 

6 

月

戸
籍
の
動
き

出
生
(
お
め
で
と
う
)
5
・
日
届
出

志志牛牛牛牛 北 見下牛志下 住
津 i掌 野奈 i孝
川川 1剃 1剣 1則前j 田良林 i拘l 川林 所

宮坪松 I酉竹大八高木 野大中松
f呆問弁弘井本北塚 中田村下

W{，文裕~弘 i変 憲 I位l ↑夫 一 幸
護

進文夫治樹一明治一児徳治 者

悟 i皇官事 1変 紘 捌康駿快康亜 出
卓 太 塁 生

史チ一宏士 太平作目11 太沙 児

4 4 444  4 4 4 4 4 4 4 生

27 26 24 24 15 14 11 11 11 10 日 7
年月
日

1 (11) 1 円 y ケご全舎 f11明記 I ， 9， :O，O ，~__" __ .1車!rPZ7三Y
当番医 氷山内科 松山市北締本町宮76 - 1788

健康相談 113:00- 14:0011町民会館

料思議討会 1 ,_ __ ._,_,. 1 
110: 00- 1 2 : 30 1 新村公民館

rMth日i を防ぐために J I ---- ----1 
町・県民税、水道料金納!lJ1I以

区I也各結抜 ・ ij，!iがん検診 6 日制まで

婦人の疾病予防講座(íl) 1 受付13 : 30- 14 :00

2 ()J) 

自官町民会
講座14:00-15:30 「コレステロール1: 11血についてJ

5 (村

11 
受付 1 3 : 30-14:0。

母親 告{:級③ | 品
子A級 14:00- 1 5 : 30

6 附

自官書おはなし会 1 13: 30-15:00 1 図

北上慾形外科 松山市平井田T

7 (1:) 

死

亡

(
お
悔
み)
5
・
市
届
出

回牛 志積 回志 住
j幸河 i宰

Jl i*IJ 川!京芸E 川 所

選村森 1主}池安
氏智上貞村田永

ヨ

シ正義伊モ
名ノ介 目IJ 作ヱ忠

年
87 77 55 95 83 57 

4寸』ヲ

544444  吾E
亡

11 23 17 17 17 16 
(J) 

日

ft75-3753 

北吉井小体育館

1 3 日(剣まで

受付 1 3:00-14 ・。。

当番l主

結絞・開iがん検診

子宮~iìがん ・ 乳がん検診

7 1 8 (11) 

9 (lJ) 

10(刈

町民会館受付1 3:30-14:30
l オ 6 ヶ月児健診

S 63年 11 、 1 2月生
11体)

南吉井小体育館

キャノプ悶テント取吸い講習会 1 19 : 30 -

お，子守 L 含ー一一1 .. 1 3 : 切竺 1，5 : ，00， .1. .国
わんぱく広場入団式 い 5 :00 - 1 町

当番医 友愛内科、小児科松山市水山町

結絞 ・肺がん険診 |各

町民会館

重信 中 学校

議:館

民会館

包76-6262

地 区

f;店;雰iがん・乳がん検診

文化振興財団セ i ナー

受付13:00-14:00

受付 9 : 30-10:00

学級10 ・ 00-12 ・ 30

13: 30- 1 5 : 0。

12(0+:) 

13(斜

14(1:) 

15(11) 

16(JJ) 

、-

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

J
μ。丹

生
谷
秀
広
さ
ん
下
林

肌
ケ

制
山
草
会
の
み

な
さ
ん

お

詫

ぴ

五
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

「
国
民

健
康
保
険
優
良
家
庭
表
彰

」

で
、

一
ヶ
年
間
国
保
税
完
納
と
無
受
診

西
岡
葛
原
友
悪
さ
ん
が
漏

れ
て
い
ま
し
た
の
で

、

お
託
び
し
訂

正
し
ま
す

。

自官

印刷

町民 会

20附 | 子宮頚がん・ ~Lがん検診 | 受付1 3:00-14:00

|町プール開放 (7/22-8/ 3 1毎日開彼 1 3: 00-16: 00) 
22(11) 1 

t 当番医 店内病院 松山市北悔本町 公75-009 1

23(1j) 1 健康相 談 25 日

受付13:30-14:30 

ほおl 学級④

乳児住t 診

H jじ9 月 、 H2年3 月 生

1 7(刈
よi

受付 13:30-14:30 1 町民 会館

まで

ι 1 3 オ児他診
27附 |

守 I S 62 , 3 , 1 -S 62 , 5 , 31 
| 成人ソフトポール大会 1 !l:30- 1 重信 中 学校 他

29(11) 1--', ' 一一一一 一 J一 一…ー . . . . . .-_.__ 1

|当番l医失 波部内科 松山司市i南十仰bi本町含7祁5一 223辺2 1

| 世似他t 日政f 珍 脊 | 芸2もμ!J1 旬三三民:出; -1号~ . .L一胃開南喧宇芹吉井一プバベ介づ引小Jト一プ仇、
31( 火刈) 1 

'国民健康保険税第Ij!:)J納期限
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